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　７月中旬に『 静岡県立美術館 』で開かれていた
「Sense of Wonder－感覚で味わう美術」展の会場へ
潜入。視覚以外の感覚器官（聴・触・匂・味）に直接はたら
きかけたり、過去に経験した感覚の記憶を呼び覚ますこ
とや未経験の事柄を五感で創造することによって、作品
の素材をはじめ、モチーフや主題をより深く味わう鑑賞へ
と誘うことがコンセプト…多様性に富む美術館コレクショ
ンを楽しみながら、より身近なものとしてリアルに感じること
ができるというもの。新たな切り口を意識しながら鑑賞す
ることで、未知なるイメージが浮かびあがってくるのも事
実だ。
　美術館を後にして、次に向かったのはＢ級グルメ≪富
士宮焼きそば≫で町おこしに成功した商店街…今でも
観光客が富士山や浅間神社とセットで押し寄せるが、さ
らなるムーヴメントを興そうと「まちなかアートギャラリー」
が今年も盛大に開かれていた。６つの商店街（西町・大社通り・宮町・神田通り・マイロード
本町・中央・駅前通り）に全国から招聘された美術家たちの作品が並ぶ。そのジャンルは、
絵画・彫刻・陶芸・染織・ガラスのほか、アッサンブラージュ・チョークアート・ウッドメカニカル・イ
ンスタレーションまで多岐にわたる。関連イベントも多彩だが、30バンド以上が参加して盛
大に開かれる「ミヤ・ロック・フェス」はアートイベントを音楽で盛りあげる。
　そして、静岡での“ARTの冒険”は「遠州横須賀街道ちっちゃな文化展」に引き継がれ
る。今年の開催日は10月20日から22日にかけての３日間…昭和レトロな古い町並みを活か
したアートの祭典は、毎年大勢の観光客で賑わう。その中心に「三熊野神社大祭」で出
陣する山車を眺めるための欄干を備えた割烹旅館『八百甚』がある。昭和６年に建設さ
れた家屋は有形文化財に指定されているが、今も現役で頑張って営業を続けている。今
年もここを拠点に約２キロメートルに及ぶ旧
城下町の町屋を彩る70余作家のアート作品
をくまなく鑑賞して歩こう。
　さて、旧横須賀街道（大須賀町）には、知
名度こそ≪富士宮焼きそば≫に及ばないも
のの、一風変わった≪大須賀焼きそば≫が
ある。≪富士宮焼きそば≫は、コシが強く弾
力のある油でコーティングされた＜蒸し麺＞
を＜野菜＞とラードを絞った後の＜肉かす＞
で炒めたあと＜ソース＞で味付けして、最期
に＜イワシの削り粉＞をたっぷり振り掛けて完成するとい
うもの。これに対して≪大須賀焼きそば≫は、中太で白い
ストレートの＜茹で麺＞で食感は柔らかめ、＜キャベツ＞と
＜鶏肉＞を投入して、ラードで炒める。そして最大の特徴
は＜ソース＞が後掛けだということ…つまり、客が自分の
好みの分量で自由に掛けられる。最も有名な老舗は専門
店の『小石屋』だったが、惜しまれつつ閉店してしまった。
しかし、絶滅危惧種の駄菓子屋系『佐々木菓子店』…
通称『たー坊』は健在の模様。ここでは《焼きそば（並）》と

《お好み焼き（並）》をセットにした“おこそば”をおススメし
たい…ボリューミーでありながら、リーズナブルで子供たち
にもやさしい。

ARTの冒険－静岡巡礼－
斧路朱音

豊橋文化祭開会式2023を開催しました。
　今年は豊橋文化賞に華道家の山口泰弘さん、豊橋文化奨励賞に
豊橋市美術博物館友の会（会長：宮田正人さん）が選ばれました。

　令和5年９月２３日（土）、豊橋文化祭の幕開けを飾る豊橋文化祭開会
式典が豊橋市民文化会館ホールにて開催されました。オープニングとして
壁谷知里さんによる箏曲演奏が披露され、浅井由崇豊橋市長、髙須博
久理事長による挨拶の後、豊橋文化賞、豊橋文化奨励賞の表彰、続い
て地域文化振興活動功労賞、郷土文芸作品入選者の表彰が執り行わ
れました。
　また、記念公演として令和4年度の豊橋文化奨励賞の受賞者であるピ
アニスト野畑さおりさん出演の「野畑さおり×西川崇代 デュオリサイタル 
～ピアノとエレクトーンの響き～」が行われ、ピアノとエレクトーン用にアレ
ンジされた演奏を多くの来場者が楽しみました。

今号の
作品

中神勇輝 「都市B」アクリルガッシュ F0号（14.0×18.0cm）

　朝晩はめっきり冷えるようになりました。夏の暑さが厳しいぶん、その落差に風邪をひいてしまいそうです。先日のお月見会は綺麗な満
月でした。道元禅師の和歌『春は花、夏ほととぎす秋は月冬雪さえて冷しかりけり』のとおり、夏が終わり少し涼しくなってからの満月はやは
り美しく見えました。
　今号は、豊橋文化賞、豊橋文化奨励賞の受賞者のインタビューを中心にお送りします。優れた業績を残されている方々のお話をぜひ
お楽しみください。

豊橋文化賞・豊橋文化奨励賞　受賞者インタビュー
豊橋文化賞　

山口泰弘さん（華道家）

  ―日本の風景の中にある夢を表現したい―

［受賞理由］
　幼少期より華道に親しみ、長年にわたり真摯に華道技術の研
鑽を重ね、日本風土の美しさと深い精神性を有した作品は多くの
人 を々魅了してきました。また、華道団体役職を歴任するとともに、
後進の指導にも熱心に取り組み、日本の伝統芸術である華道の
普及発展に多大な貢献をされました。

― 華道を始めたきっかけを教えてください。
　私は昭和16年生まれなのですが、昭和21年に父が華道の教
室を、母が茶道の教室を開きました。当時は、工場の女工さんた
ちが茶華道を習うことを会社の方でも推奨していて、早朝から深
夜まで都合に応じて茶華道の指導を自宅でしたり、工場へ出向
いて行っていました。そんな環境で育ったので、お花も常に身近で
したし、子供の頃から真似事みたいにお花を活けたりしてたよう
ですが、私の記憶では父が工場の女工さんへ教えに行くのに一
緒に荷物を運ぶのを手伝ったり、女学校で茶華道を教えていた
母を夜中にお迎えに行ったとか、華道展のために花を運んだりし
たとか、そんな記憶の方が不思議と強く残っています。

― 正式に習い始めたのはいつ頃からですか？
　それは19歳の３月の暮れでした。建設会社の豊田組へ務める
友人がいたのですが、当時は家づくりに役立つからと茶華道を習
うことを建設会社でも推奨していたようで、その友人に一緒に誘
われて父に正式に習い始めました。やはり父と子なので、父は私に
は遠慮がなく厳しかったです。活ける際に、花を切りすぎていると
か、それでは強さが出ないなど、すぐ色々指摘が入り、おざなりに
活けることは許されませんでした。私が活けている途中で手を入
れてくることも多かったので、ある時にはずいぶん言い合いにもなり
ました。それは私がいま指導する上で半面教師にもなったりしてい
ます（笑）。今指導するときはできるだけ手を出さず、まずは活ける
人が自分の考えで活けるまで待つということを心がけています。

― これまでの華道の経験で印象に残っていることはありますか？
　いくつか思い出すのは、あれは文化協会の交流会か何かの
イベントで私が梅を活けることになったのですが、なかなか思うよ
うに活けられず、何度も鉈で削っては活け直すという作業を繰り
返していました。父もおそらくイライラしつつ見ていたのでしょうが

（笑）、父は何度も席を外しつつ、ついに最後まで何も口出しし
てこなかったことがありました。活けるのに５時間近く掛かりました
が、最後までやり遂げたという感触が今でも私の心に残っていま
す。また、21歳の時にカイズカイブキを活けたことがあり、この時
にはこれ以上なく綺麗に活けられたという確かな感触があり、こ
の時の感触も今でもまだ残っています。もちろん今の方が、より早く
より上手に活けられるはずです。でも若い時のこの経験・感触とい
うのは、今でも私の支えの一つになっています。
　それから、以前に技科大生の一人が在学中の４年間稽古に
来てくれたことがありました。この子がとても関心が強く熱心な子
でした。私もそれに応えようと一生懸命教えたのですが、その過
程で自分の若い頃を思い出しならが、自分の積み上げてきたもの
を改めて確認しながら教えました。今考えると、それが自分の華
道人生にとってもとてもよい経験だったと思っています。

― 長く続けるのは大変なことだと思いますが、何か秘訣はありま
すか？
　若い頃は上手に活けられることの喜びがありました。その後家
庭を持ち、そうすると生活の事もあるので、華道展などの場では
華道に集中し、家に帰ると現実の生活に戻るということになりま
す。今の方 も々それは同じだと思います。日々 の生活が忙しくて稽
古が出来ない期間もあると思います。でも、例えば華道展で他の
人の作品を見て参加した気持ちになればいいのです。とにかく気
持ちを切らさないことが大切なことだと思います。
　また私の同級生にフラメンコラメンコ教室を主宰する古橋紀子
さんがいるのですが、以前、古橋さんのリサイタルの素敵なチラシ

ラダイス」に合わせ「好きな絵を探そう」というイベントを行っています。その日に美術博物
館に展示されている絵を観て子供たちが自分の好きな絵を探し、どうしてその絵を好きだ
と感じたのか考えてもらうという企画です。「好きな絵を探す」ということは、美術作品を通
して自分自身と会話することでもあります。そんな事の積み重ねが、大人になった時にも
生活の中に美術が日常に欠かせないものであると感じさせ、美術博物館が暮らしの中で
身近に存在するという環境を育むのだと思います。
　また、豊橋市美術博物館は開館45年の歴史を経て収蔵作品も充実してきました。豊
橋には全国に誇れる「トリエンナーレ豊橋　星野眞吾賞展」があり、また中村正義らを核
とした優れたコレクションがあります。私は特に中村正義はゴッホやピカソに匹敵する芸
術家だと思っています。絶頂期で亡くなられたのが本当に悔やまれます。ピカソと同じよう
に女性にもずいぶんモテた魅力的な芸術家だったんですよ（笑）。2016年の増築工事
により、その中村正義作品をはじめとしたコレクションが常設で鑑賞できるようになったの
は嬉しいことです。これらのコレクションの価値をもっと伝えるとともに、将来的に評価を高
めていくことが大切だと思います。そして日本中、世界中から豊橋市美術博物館へ人が
訪れるようになったらこんなに素晴らしいことはありません。

― 最後に友の会への参加を考えている人へメッセージをお願いします。
　友の会への参加は美術博物館への支援だけでなく、アートと歴史に触れる楽しい経
験となります。アートは年齢や性別を問わず、誰もが楽しめるものです。是非とも友の会へ
参加していただき、美術博物館とその活動を支援し、一緒に楽しみながら豊かな文化の
発展に寄与しましょう。お待ちしております。

を見たことがあり、その時に自分も土俵は異なれど、有料でリサイ
タルのようなことが出来たらいいなあと思い、それも一つの目標と
なり稽古に取り組んできました。

― これからの目標や夢はありますか？
　夢といえば、まさに私は華道を通じて日本の風景の中にある夢
を表現したいと思ってやってきました。例えば断崖絶壁に立つ一
本の松が持つ美しさ、そこにある強さや優しさなどを華道で表現
できないかと思ってきました。これからもまだまだ活け続けたいです
し、これからの世代の人たちが、自分よりさらに上手に活けられるよ
う、自分が得てきたものすべてを伝えていきたいと思っています。

豊橋文化奨励賞
豊橋市美術博物館友の会（会長：宮田正人さん）

  ―美術博物館を支え、私たち自身も楽しむ―

［受賞理由］
　美術や歴史を愛好する人々が集い、長年にわたり豊橋市美術
博物館に寄り添い協力して、様々な事業を実施してきました。その
活動は市民に広く学びの機会を提供するとともに、市民の美術・
歴史への興味関心を喚起するなど、美術博物館と市民を結びつ
ける活動として高く評価されます。

— 設立の経緯や活動内容について教えてください。
　豊橋市美術博物館は1979年に開館しましたが、友の会はそ
の８年後の1987年に設立されています。会の目的は堅苦しく言え
ば、「美術博物館を拠点に会員相互の研鑽と交流を深め、豊橋
市の文化向上に寄与すること」なのですが、要は「みんなで美術
博物館を通して美術と歴史を楽しみましょう！」ということです。
　私は４代目の会長ですが、これまでの歴代会長もこのシンプル
な想いを大切にされてきました。
　展覧会の企画に連動したミュージアムコンサートを企画したり、
美術博物館が開催するワークショップのお手伝いをしたり、研修
旅行や講演会を企画するなど、美術博物館の活動を支えるととも
に私たち自身も楽しんでいます。そして編集作業はとても大変で
すが、友の会の広報誌「風伯」の発行は最も力を注いでいる活
動の一つです。

― 「風伯」は美術博物館の公式の広報誌かと思っていました。
　多くの美術館が現在では会員制度を設けており、会員は会費
の支払いと引き換えに無料観覧などの特典を受ける一方、美術
館側は固定の顧客基盤を築くという形が一般的です。しかし私
たちは、そのような利益関係を超えて、より深く美術博物館の活動
に関わり支える活動を行っています。広報誌「風伯」の発行もそう
ですし、例えば、美術博物館企画のワークショップのお手伝いを
する際に、必要な資材があれば様々な会員のネットワークを通じ
て、その調達まで行うこともあります。行政組織である美術博物館
とは異なり、友の会は任意組織ですのでそのフットワークの軽さ、
柔軟性を生かして館の活動を支えています。これらの活動には
100社に近い賛助会員の支えも大きな力となっています。
　また、美術博物館は行政組織の一部門なので、例えば修繕工
事の要望を上げても、どうしても行政組織の多くの要望のうちの
一つとして埋もれがちです。しかし、私たちは友の会として、市民
の意見として美術博物館がよりよくなるよう声を上げ、その実現に
協力してきました。

― 美術博物館の企画に要望を出すこともありますか？
　それは専門家である学芸員の皆さんの領分と心得ています。
意見を求められれば別ですが、美術博物館の企画や運営に直
接要望をするなどといったことはありません。あくまで美術博物館
の魅力を増幅する力になればと思っていますから。

― 将来へ向けての抱負や夢はありますか？
　当然、友の会の活動を通して、市民と美術博物館との関係をよ
り強くさせていきたいと考えています。友の会の活動のひとつとし
て、豊橋まつりの日に豊橋公園で開催されている「子ども造形パ

　都市部のかすれた白線が浮かぶアスファルトの上に漂うように寝そべる猫を描きました。



講師／西川菊音（清歌会）講師／豊橋華道連盟
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第49回豊橋音楽連盟コンサート
　時間◦13時30分開演　　場所◦豊橋市民文化会館ホール
　入場料◦一般2,000円　学生1,000円　　内容◦豊橋音楽連盟会員によるクラシックコンサート
茶道クラブ月例茶会　　※事前予約制
　時間◦10時～　　場所◦三の丸会館　　会費◦一般600円　会員500円　　担当◦松尾流
第65回豊橋邦楽大会　日本舞踊の部
　時間◦12時30分開演（12時開場）　　場所◦穂の国とよはし芸術劇場PLAT主ホール
　入場料◦2,000円　　内容◦市内邦楽団体による披露
第32回飽海人形浄瑠璃吉田文楽保存会定期公演
　時間◦13時30分～　　場所◦豊橋市民文化会館ホール　　入場料◦無料
　内容◦吉田文楽保存会による市指定無形民俗文化財「飽海浄瑠璃」の公演
	TFM合唱団第34回演奏会
　時間◦14時開演（13時15分開場）　　場所◦ライフポートとよはしコンサートホール
　入場料◦一般1,500円　学生500円　　曲目◦混声合唱組曲「友よ、君の歌を」ほか
はじめてのお能体験
　時間◦14時～　　場所◦西村能舞台（豊橋市上伝馬町）　　講師◦宝生流能楽師　内藤飛能
　お問合せ◦hoshoryu.hiunkai@gmail.com
裏千家六日会月釜
　時間◦10時～　　場所◦三の丸会館　　会費◦900円（一般参加可）　　担当◦河原崎宗妙
花の輪・人の輪・みんなの花展	豊橋支部	 ………………………………………… 10日（金）まで
　時間◦９時～ 15時　　場所◦蒲郡信用金庫南栄支店　　入場料◦無料
	第53回コーラスのつどい
　時間◦13時開演（12時30分開場）　　場所◦豊橋市民文化会館ホール　　入場料◦無料
　内容◦市内で活動する11のコーラスグループが一堂につどうコンサート
東陽ふれあい音楽会「秋から冬へ…　～ヴァイオリンとピアノのコンサート～」
　時間◦10時～　　場所◦東陽地区市民館　　入場料◦400円
　出演◦濱島秀行（ヴァイオリン）　夏目順子（ピアノ）
　曲目◦チャールダッシュ、蘇州夜曲、見上げてごらん夜の星を　ほか
島倉千代子さんを偲んで追悼コンサート
　時間◦14時開演（13時30分開場）　　場所◦豊橋市民文化会館ホール
　入場料◦前売1,500円　当日1,800円
　内容◦生バンドの演奏で島倉千代子さんの名曲の数 を々お客様とともに楽しみます
澄心会書道展………………………………………………………………………… 12日（日）まで
　時間◦13時～ 17時　　場所◦豊橋市民文化会館　　入場料◦無料
第４回青い花二胡楽団定期演奏会
　時間◦13時開演（12時30分開場）　　場所◦豊橋市民文化会館ホール
　入場料◦前売1,000円　当日1,500円　小中学生無料　　
　内容◦二胡演奏家Nancy+なんしぃプロデュースによる二胡楽団を中心としたステージ。
　　　　＜ゲスト出演＞二胡バンド「マーブルドラゴン」（二胡/ギター /ピアノ/ウクレレ/ベース/パーカ

ッション）
豊橋ウインドアンサンブル	第35回プロムナードコンサート
　時間◦13時30分開演（13時開場）　　場所◦ライフポートとよはしコンサートホール
　入場料◦無料　　内容◦ポピュラーミュージックをメインとした吹奏楽の演奏会
豊橋市長杯年齢別歌謡選手権大会
　時間◦９時15分開演（８時開場）　　場所◦豊橋市公会堂　　入場料◦無料
　内容◦年齢別の歌唱大会
フォトサークル東風写真展	 ………………………………………………………… 19日（日）まで
　時間◦９時～ 17時　　場所◦豊橋市民文化会館　　入場料◦無料
	水曜短歌会
　時間◦13時～　　場所◦豊橋市民文化会館２階第７会議室
MOA美術館豊橋児童作品展	……………………………………………………… 19日（日）まで
　時間◦９時30分～ 17時（最終日は16時）　　場所◦こども未来館ここにこ　　入場料◦無料
　内容◦市内の小学生を対象とした絵画と書写の作品展
第65回豊橋邦楽大会　民踊・新舞踊の部
　時間◦11時開演　　場所◦豊橋市民文化会館ホール　　入場料◦1,000円
　内容◦市内邦楽団体による披露
駒屋・三ツ田屋アートプロジェクト2023	 ………………………………………… 26日（日）まで
　時間◦９時～ 17時　　場所◦駒屋（二川宿商家）（豊橋有形文化財）・三ツ田屋（古民家）
　入場料◦500円
　内容◦県内外の作家約20名＋１グループによるアート展示と関連イベント（アート茶会、舞踏公演、ラ

イブ、公演会）
第65回豊橋邦楽大会　民謡・大正琴・三味線・太鼓・筝曲・長唄・尺八の部
　時間◦10時30分開演　　場所◦豊橋市民文化会館ホール　　入場料◦1,000円　　
　内容◦市内邦楽団体による披露
はじめてのお能体験
　時間◦14時～　　場所◦西村能舞台（豊橋市上伝馬町）　　講師◦宝生流能楽師　内藤飛能
　お問合せ◦hoshoryu.hiunkai@gmail.com
日曜短歌会
　時間◦13時～　　場所◦豊橋市民文化会館２階第７会議室
曽部遼平	増田達斗	リートデュオリサイタル
　時間◦14時～　　場所◦穂の国とよはし芸術劇場PLATアートスペース
　入場料◦一般3,000円　高校生以下2,000円
ええじゃないか！豊橋和太鼓フェスタ「響」2023
　時間◦11時開演（10時30分開場）　　場所◦ライフポートとよはしコンサートホール
　入場料◦無料
　内容◦豊橋で活動する和太鼓演奏団体18団体＆ゲストその他による和太鼓合同演奏会
第53回豊舞連舞踊フェスティバル
　時間◦10時30分開演（10時開場）　　場所◦豊橋市公会堂　　入場料◦無料
　内容◦舞踊発表
愛知大学吹奏楽団第56回定期演奏会
　時間◦16時30分～　　場所◦アイプラザ豊橋　　入場料◦無料
　内容◦愛知大学吹奏楽団によるマーチング及び座奏形式によるコンサート
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催し物スケジュール 11月〜12月
校区市民総合展……………………………………………………………………… 26日（日）まで
　時間◦９時～ 17時　　場所◦豊橋市民文化会館展示室　　入場料◦無料
　内容◦校区文化協会により選抜された書道・絵画などの展示
東陽ふれあい音楽会「魅惑の大正琴アンサンブル～秋から冬へのハーモニー～」
　時間◦10時～　　場所◦東陽地区市民館
　出演◦ハープクィーンズ（朝倉由美、宮道典子、鈴木佳江、前田加代子）
　曲目◦越冬つばめ、聖母たちのララバイ　ほか
豊橋ハーモニカ愛好会交歓演奏会
　時間◦12時30分開演（12時開場）　　場所◦豊橋市民文化会館　　入場料◦無料
　内容◦ハーモニカ独奏、合奏
校区市民総合芸能祭
　時間◦13時開演　　場所◦豊橋市民文化会館ホール　　入場料◦無料
　内容◦校区文化協会により選抜されたメンバーによる音楽や舞踊のステージ
豊橋マンデーナイトジャズオーケストラ第35回定期演奏会
　時間◦16時30分開演（16時開場）※今年は例年と時間が異なります。
　場所◦ライフポートとよはしコンサートホール　　入場料◦無料
　内容◦カウントベイシー楽団を主にビッグバンドの楽曲を演奏

はじめてのお能体験　発表会
　場所◦豊田市能楽堂　　講師◦宝生流能楽師　内藤飛能
　お問合せ◦hoshoryu.hiunkai@gmail.com
茶道クラブ月例茶会　　※事前予約制
　時間◦９時30分～　　場所◦三の丸会館　　会費◦一般600円　会員500円
　担当◦裏千家今和会
裏千家六日会月釜
　時間◦10時～　　場所◦三の丸会館　　会費◦900円（一般参加可）　　担当◦井上宗加
高文連東三河支部「高校生の写真展」	 …………………………………………… 10日（日）まで
　時間◦９時～ 10時　　場所◦豊橋市民文化会館　　入場料◦無料
ミュージカルQUIZ	 ………………………………………………………………… 10日（日）まで
　時間◦９日：18時～　10日：13時～　　場所◦穂の国とよはし芸術劇場PLAT　主ホール
　入場料◦S席4,000円　A席3,000円　他
　内容◦東三河在住の子どもたちを中心に、ダンス、歌、芝居、映像とアートのコラボレーションミュージ

カルを豊橋で再演します。
豊橋交響楽団第130回定期演奏会～友好の響き　高貴な魂への讃美歌～
＜第1827回トヨタコミュニティコンサート＞
　時間◦14時開演　　場所◦ライフポートとよはしコンサートホール
　入場料◦一般2,000円　小中高生500円　　内容◦指揮：松井慶太　ヴァイオリン：Zydre
　曲目◦S.S.プロコフィエフ：交響曲第5番 変ロ長調 作品100
　　　　E.W.コルンゴルト：ヴァイオリン協奏曲 ニ長調 作品35
　　　　S.S.プロコフィエフ：バレエ『ロミオとジュリエット』から
第三回	SONG	&	DANCE
　時間◦18時～　　場所◦穂の国とよはし芸術劇場PALT主ホール
　入場料◦S席4,000円　A席3,000円他
　内容◦ダンス、歌、生演奏、映像とアートのコラボレーションミュージカルショー
宗徧流義士茶会
　時間◦10時～　　場所◦三の丸会館　　会費◦1,500円（点心付き）当日券あり
日曜短歌会
　時間◦13時～　　場所◦豊橋市民文化会館２階第７会議室
水曜短歌会
　時間◦13時～　　場所◦豊橋市民文化会館２階第７会議室
バレエスタジオプリエ　クリスマスコンサート
　時間◦14時～　　場所◦穂の国とよはし芸術劇場PLAT主ホール　　入場料◦1,000円
　内容◦子どもから大人まで楽しめるクリスマスを体感できる「くるみ割り人形」などの上演
きかんしゃトーマス　クリスマスコンサート　ソドー島のメリークリスマス
　時間◦13時開演／ 15時30分開演　　場所◦穂の国とよはし芸術劇場PLAT主ホール
　入場料◦3,500円
島岡里梨香	マリンバ1stリサイタル	～帰国記念～
　時間◦14時～　　場所◦穂の国とよはし芸術劇場PLATアートスペース
　入場料◦一般：2,000円　U25：1,500円
　内容◦バッハ・ピアソラ・安倍圭子など聴き慣れた楽曲もあれば珍しい楽曲もありのリサイタル
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12月

伝統文化こども教室を開催しました。
　毎年、夏休みに開催している伝統文化こども教室を開催しました。「日本舞踊の部」「三味線の部」「箏曲の
部」「剣詩舞の部」「工作の部」「茶道の部」「華道の部」「ゆかたを着てみようの部」の８部門で開催しました。
各部門で講師を務めてくださる先生方も大変熱心に指導してくださいました。舞台関係の部門では６回目の最
終日に保護者を対象としたミニ発表会にて成果発表をして締めくくりました。


